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 他のライバル産地に対抗するため、丹羽さんは部会員と一緒に、大治町の産地の特徴をいかに

出すかを追求していきます。大治町のモロヘイヤ部会は露地のみで栽培しており、ハウス栽培よ

りも葉色が濃く、つややかなモロヘイヤが育ちます。露地であるため、害虫の防除に手間がかか

りますが、フェロモン剤の利用などにより作業面での省力性も追及しています。 
また、モロヘイヤは葉を食べる野菜という印象がありますが、丹羽さんは板前時代の経験から、

袋の中に入っている全てが食べられるものでなければならないという信念がありました。そこで、

草丈を伸長させて上部のみを商品とし、茎まで軟らかく、全て食べられる状態で出荷しています。 
さらに、「水切り」という作業を取り入れ、収穫後のモロヘイヤを水にくぐらし、水分をある

程度除いて（水を切って）から袋に入れます。部会員

全員が適度な水分状態に「水切り」できるようになる

には、様々な失敗や苦労があったそうです。 
これらの技術と努力によって、葉色が濃く、茎まで

軟らかく、水々しいことが大治町のモロヘイヤの特徴

となっています。 
 
 
 
 大治町農業振興会のモロヘイヤ部会には約 40 人の部会員がいます。平成 10 年から部会長を
務めている丹羽さんには、部会員をとりまとめ、産地の将来を見据えて取り組むという重要な役

割があります。その秘訣を聞いたところ、「妥協しないこと」という答えが返ってきました。慣

れ合うと状況は悪くなる一方なので、決まりごとは守るという姿勢を明確に示しているとのこと

でした。例えば、出荷物の調製不足に対して市場から改善の要望があった場合、市場には「値段

を付けないでくれ」と伝えるそうです。「そうすれば、その商品を出荷した人も注意するように

なるから」という丹羽さん。これまでの内外への毅然とした対応の結果、部会の発足当初から部

会員の人数も出荷量も変わらずに推移しながら、品質は向上しているということでした。 
 
 
 
 大治町で育つ子供に、大治町で採れるものがどんなものかを知っても

らいたい、という気持ちから、中学校の体験学習の受入農家になったり、

教科書への取材に対応したり、様々な地域活動

に貢献しています。今年は町制施行 40周年事業
にも参加し、収穫体験や収穫物の試食体験など

も開催するとのことです。「今の子供たちは、畑

で育つ野菜を見ても、何の野菜か分からない子

が多い。そんな子たちに自分が食べるものがど

うやって作られているのか知ってほしい。」と穏

やかな笑顔で語ってくれました。大治町は名古屋市近郊で市街化が進む

地域ではありますが、今後も「食」と「農」と地域の「人」とをつなぐ

役割を担ってくれることと期待しています。 
 

部会員にも妥協しない 

地域活動も積極的に参加 
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４月播種のモロヘイヤを収穫する様子 

大治町内の小学校で使われ

ている教科書に掲載

町制施行 40 周年事業用 

のモロヘイヤ畑 


